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あらまし：グローバル化が進む中，外国語能力は重要になっている．しかし，学習者が第二言語のライテ

ィング自己学習をする際，自分が書いた文章に対するフィードバックを受けることが難しいことと自分

の成長を実感することが難しいという問題がある．そこで本論文では，これらの問題を解決することを目

的に，生成 AI によるフィードバックを提示し振り返り学習による成長の実感を支援する方法を提案した． 
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1. はじめに 
現在グローバル化が急速に進展する中で，外国語

によるコミュニケーション能力は生涯にわたる様々

な場面で必要とされることが想定され，その能力の

向上が話題となっている(1)．外国語能力の一つであ

るライティングを自己学習する際には，しばしば翻

訳活動を通じて間違っている部分を修正しながら第

二言語の語彙・表現，文法事項，文構造を学ぶこと

があると考えられる． 
しかし，学習者がこのような第二言語のライティ

ング自己学習をする際，学習者が，自分の書いた第

二言語の文章に対してフィードバックをしてくれる

存在が側におらず，自分の文章の中で改善すべき箇

所に気づき修正することが難しいことがある（問題

点１）．また自己学習では，新しく学んだことや自分

の成長を実感しながら学びを進めていくことは容易

ではない（問題点２）．このため，学習者が第二言語

のライティングを自己学習するための何かしらの支

援が求められると考えられる． 
一方，近年，OpenAI（2022）の ChatGPTをはじめ
とした生成 AI は高度な自然言語処理能力を持ち，
文章の誤りを検知することができる(2)．ここで，学習

者が第二言語で書いた文章に対しフィードバックす

る役割を生成 AI に担わせることで，第二言語のラ
イティング自己学習を支援できると考えられる． 
本研究では，学習者の第二言語のライティング自

己学習の支援を目的に，生成 AI によるフィードバ
ックの提示と振り返りシートを組み合わせた第二言

語のライティング自己学習方法提案する．本論文で

はその学習方法を提案する． 
 

2. ライティング自己学習のモデルの提案 
2.1 問題点を解決するための要件 
学習者が第二言語のライティング自己学習の中で，

自ら気づきを得ながら学びを進めるためには，自身

が記述した文章から改善すべき箇所に気づき，文章

を修正する中で新しい第二言語の学びができる必要

がある．さらに，学習者がどのような学びを得たの

か，どのように成長したのかを実感できる必要があ

る．以上から，問題点を解決する第二言語のライテ
ィング自己学習を支援する方法として以下の３つを

要件とする． 
要件１：学習者が自分の書いた第二言語の文章の中

で改善すべき箇所に気づくことができる（問題

点１に対応）． 
要件２：学習者が第二言語の語彙・表現，文法事項，

文構造を学ぶことができる（問題点１に対応）． 
要件３：学習者が新しくできるようになったことや

自分の成長を実感できる（問題点２に対応）． 
2.2 第二言語のライティング自己学習のモデル 
上記の要件を満たす第二言語のライティング自己

学習のモデルを提案した（図１）． 

本モデルでは，学習者は日本語の文章をもとにし

た第二言語の文章を作成および自分の書いた第二言

語の文章の修正を行う（図１-①）．生成 AIは，学習
者の入力した第二言語の文章から改善すべき箇所を

太字にしたフィードバックを出力する（図１-②，要

件１に対応）．学習者が改善すべき箇所の間違った理

由や改善方法を考える．改善方法を考える中で，学

習者は新しい第二言語の語彙・表現，文法事項，文

構造を学ぶことができると期待される（図１-③，要

件２に対応）．学習者は，第二言語の文章を修正する

中で，新しく気づいたことを振り返りシートに記録

 
図１ 第二言語のライティング自己学習のモデル 
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する（図１-④）．続けて，文章が完成したと

学習者が判断した際，記録された振り返り

シートから学び全体を振り返ることで，新

しくできるようになったことや自分の成長

を実感できると期待される（図１-⑤，要件３

に対応）． 
本モデルの実現のために，生成 AIへ入力
するプロンプトの検討および振り返りシー

トを開発した． 
まず，生成 AIへ入力するプロンプトの検
討に関して，生成 AIに単純に翻訳した第二
言語の文章を入力したり，生成 AIからの出
力形式を指定しないまま入力したりする

と，直接答えが出力されたり，改善方法が

出力されたりと学びが削がれてしまう可能

性が懸念される．そのため生成 AI が学習者の第二
言語の文章から改善すべき箇所を太字にして出力す

るようにプロンプトを作成した． 
次に，振り返りシートに関して本研究では，信國

ほか（2024）の開発した振り返りシートを参考に(3)，

学習者が第二言語のライティング自己学習を行う中

で，間違った理由や工夫した改善箇所，また学び全

体を振り返りながら新しく学んだことや気づいたこ

とを記述する項目を設けた（図２）． 
本モデルに基づき自己学習を行うことで，出力さ

れた太字の改善箇所に対して自ら気づきを得ながら

改善方法を考えることができる．さらに新たな学び

や気づきを振り返りシートに記録することで振り返

りながら自身の学びを定着させることができると期

待される． 
 
3. 第二言語のライティング自己学習の手順 
今回提案する自己学習方法の手順は以下の５つで

ある．なお，提案した方法では，生成 AIに ChatGPT
を，振り返りシートに Excelシートを使用した． 
手順１）和文を選び第二言語の文章に翻訳する 

まず，学習者は，第二言語の文章に翻訳する日本

語の文章を決め，第二言語の文章に翻訳する．また，

決めた日本語の文章と作成した第二言語の文章を振

り返りシートの「英訳する文章」（図２-ⓐ）と１回目

の「自分が書いた英文」（図２-ⓑ）に記録する． 
手順２）生成 AI へ和文と第二言語の文章を入力する 

次に，学習者は，自分が選んだ日本語の文章とそ

れを翻訳した第二言語の文章をプロンプトに入れて

生成 AIへ入力する． 
手順３）生成 AI の出力を振り返りシートに記録する 

学習者は，手順２）で生成 AI へプロンプトを入力
することで，生成 AI から改善すべき箇所を太字と
した出力を受け取ることができる．また，出力され

た第二言語の文章を振り返りシートの「生成 AI か
らのフィードバック」（図２-ⓑ）に記録する． 
手順４）第二言語の文章を修正する 

学習者は，生成 AI からのフィードバックを参考
にして文章の中で自分が修正する箇所を探す．そし

て，辞書や参考書などから，修正すべき箇所の間違

った理由と工夫した改善方法考えて，文章を修正す

る．また，学習者が探した間違った理由と改善方法

と学習者が修正した文章は振り返りシートの「間違

った理由と工夫した改善方法」（図２-ⓑ）と次の「自

分が書いた英文」（図２-ⓑ）に記録する．第二言語の

文章を完成するまで，手順２）〜４）を繰り返す． 
このように，生成 AI から出力された改善すべき
箇所を参考に文章の中から何を修正するか気づきを

得て，文章を修正しながら新しい第二言語の語彙・

表現，文法事項，文構造を学ぶことができる． 
手順５）新しくできるようになったことや気づいたことを

振り返りシートに記述する 

学習者は，第二言語の文章を完成させた後，自身

の学びが記録された振り返りシートを見返し，学習

を通じて新しくできるようになったことや気づいた

ことをまとめて記録する． 
このように，振り返りシートを用いて学び全体を

振り返ることで，学びに取り組んで新しくできるよ

うになったことや，気づいたことをまとめることで，

自分の成長を実感することができ，より粘り強く学

びに取り組むことができると期待される． 
 

4. おわりに 
本研究では，学習者の第二言語のライティング自

己学習を支援することを目的とし，生成 AI と振り
返りシートに着目して，学習者自身が記述した第二

言語の文章を改善することによる第二言語のライテ

ィング自己学習方法を提案した．今後は，第二言語

学習者を対象に，提案したライティング自己学習方

法の実践と詳細な検証を行っていく予定である． 
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図２ 振り返りシートの記入例（一部抜粋） 
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